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読書メモ
７つの習慣
『7つの習慣 　人格主義の回復』（スティーブン・R・コヴィー博士著）について先日に引き続き報告したいと思います。
「人格主義」とは、誠意、謙虚、誠実、勇気、正義、忍耐、勤勉、質素、節制など、人間の内面にある人格的なことを大切にする考え方。そして、これらの価値観に即した「原則」的な生き方を個人としてもまた人間関係においても徹頭徹尾貫くこと、それを「７つの習慣」として実践することこそが、成功をおさめる鍵だと著者は説いている。

出版から30年、全世界で3000万部売れた自己啓発本の古典である。この本は数ヶ月前に購入していたが、500ページという本の厚さに読むのを敬遠していた。したがって、前回の研究会では、その簡略本を入手しその感想を述べた。今回、読み始めると、夢中になってしまった。報告内容は、以下のとおりである。

要点をまとめると：
第1の習慣: 主体的であること
・私たちは自分の身に起こったことで傷つくのではない。その出来事に対する自分の反応
によって傷つくのである。
・ 関心の輪の中で影響力の輪を広げることにより主体的な生き方ができる。。

第2の習慣: 終わりを思い描くことから始める
・終わりを思い描くことから始めるというのは、目的地をはっきりさせてから一歩を踏み出
すことである。
・リーダーシップとマネジメントの違いとは、マネジメントは「正しく行う」ことであり、リー
ダーシップは「正しいこと」を行うことである。右脳でリーダーシップ、左脳でマネジメント。
・パラダイムは眼鏡のようなもので、どのような眼鏡で見るかで、人生の見え方も違う。
・人生のミッションステートメント（自分自身の憲法）を書くことが必要である。

第3の習慣: 最優先事項を優先する
・緊急ではないが重要なこと(第2領域)に時間を使うことが、効果的なパーソナル・マネジ
メントの要である。
・自分の時間を使う時は効率性を考え、人に任せる時は効果性を考えるべきである。
第4の習慣：Win-Winを考える
・成熟さとは勇気と思いやりのバランスである。相手を理解するには思いやりがいる。

第5の習慣：まず理解に徹し、そして理解される
・誰かと話す時は、自分の自叙伝を持ち出すのはやめて、その人を本気で理解する努力を
してみる。共感することは出来る。信頼口座の残高を増やす努力をして、相手の心に空気
を送り込む。

第6の習慣：シナジーを創り出す
・違いを尊重することがシナジーの本質である。誰も世の中をあるがままに見ているのではなく、
自分のあるがままに見ていることに気づかなくてはならない。

第7の習慣：刃を研ぐ
・自分自身を充電する習慣を身につける。

7つの習慣では
まず、1～3が私的成功で自分が自立してないといけない。4～6が公的成功で（私的成功を糧とし）それによって人と相互的に依存しあう関係が重要である。
そして最後の7つ目の習慣は1～6の習慣のために運動とか勉強をして自分を磨かなくてはいけない。

【ポイント】
１）人生で大切なことは何か
　死の床で自分の人生を振り返ったとき、もっと多くの時間をオフィスで過ごせばよかった、あるいはテレビをもっと見ればよかったと悔やむ人は、果たしてどれくらいいるのだろうか。
　答えは簡単である。一人としているわけがない。死の床にあって思うのは、家族や愛する者のことである。人は誰かのために生き、最期はその人たちのことを思う。

2）相手と意見が異なるのはなぜか
　・誰しも、自分は物事をあるがままに、客観的に見ていると思いがちである。だが実際はそうではない。私たちは、世界をあるがままに見ているのではなく、私たちのあるがままの世界を見ているのであり、自分自身が条件づけされた状態で世界を見ているのである。
　何を見たか説明するとき、私たちが説明するのは、煎じ詰めれば自分自身のこと、自分のものの見方、自分のパラダイムなのである。
　相手と意見が合わないと、相手のほうが間違っていると瞬間的に思う。しかし例の認知実験でも、真面目で頭脳明晰な学生たちですら、自分自身の経験のレンズを通して見て、同じ絵に対して違う見方をする。

3）習慣とは何か
　知識、スキル、意欲の三つが交わる部分が習慣である。
　まず知識は、何をするのか、なぜそれをするのかという問いに答える理論的なパラダイムである。スキルはどうやってするのかを示し、意欲は動機であり、それをしたいという気持ちを示す。
　人生において効果的な習慣を身につけるには、これら三つすべてが必要である。
　自分の意見を言うだけで人の話に耳を傾けなければ、同僚や家族など周りの人との関係はうまくいかないだろう。人間関係の正しい原則の知識がなかったら、人の話を聴くことが必要だとは思いもしないかもしれない。　

　効果的な人間関係のためには相手の話を真剣に聴くことが大事だと知ってはいても、そのスキルを持っていないかもしれない。人の話を深く聴くスキルがなければ、確かな人間関係は築けない。しかし、話を聴く必要性を知り、聴くスキルを持っていたとしても、それだけでは足りない。
　聴きたいと思わなければ、つまり意欲がなければ、習慣として身につくことはない
　習慣にするためには、知識、スキル、意欲の三つがすべて機能しなければならないのである。

　　自分のあり方／見方を変えることは、上向きのプロセスである。あり方を変えることによって見方が変わり、見方が変われば、さらにあり方が変わる、というように螺旋を描きながら上へ上へと成長していく。

　知識、スキル、意欲に働きかけることによって、長年寄りかかっていた古いパラダイムを断ち切り、個人としての効果性、人間関係の効果性の新しいレベルに到達できる。このプロセスで痛みを感じることもあるだろう。なぜなら、より高い目的を目指し、そのために目先の結果を我慢する意志がなければ、変化を遂げることはできないからである。しかし、このプロセスこそが、私たちの存在目的である幸福をつくり出すのである。
　幸福とは、最終的に欲しい結果を手に入れるために、今すぐ欲しい結果を犠牲にすることによって得る果実に他ならない。　
感想：
1 著者は、アメリカ合衆国独立宣言以来の200年分の自己啓発に関する文献を端から端まで読んでみてここ50年の文献とそれ以前の文献では言ってることが大きく異なっていると主張している。ここ50年の本は表面的な小手先のテクニックを紹介しているもの（例えば、コミュニケーション能力やモチベーションアップ）が成功のカギであるとしている文献が多いと主張している。（著者は「個性主義」と呼んでいる）私もそう思います。
2 一方、建国以降の150年は人間の内面にある人格的なことこそが成功のカギであるという文献が多かったと主張している。（著者は「人格主義」と呼んでいる）
個性主義の文献は、結局は絆創膏で血を止めているようなもので実際に血が出てる原因を考えないと意味ない、すなわち内面的な人格を持っていないと一時しのぎにはなっても根本的な解決にはなってないと著者は訴えている。確かに今でも書店で売れている本は個性主義の本が多いような気がする。

③　この本を読んでみて非常に暖かみのある書物だと感じた。
　なぜならビジネス書とあるけれど、別に仕事での処世術を説いているものではない。
仕事面での活用はできるが、もっと広く、人生全般にわたって、活用できる内容となっている。
すなわち本書の中では、７つの習慣の説明の合間に、その習慣が活かされた実例が豊富に載っており、その中には、仕事面での成功例もあるが、家庭での人間関係、殊に著者自身の妻や子どもとの人間関係について触れている部分が多々ある。このことは、７つの習慣が広く適用できることの証であるとともに、読者に身近な自己啓発術であると印象づけ、ひいては、世界に広まっていった一つの要因であるように感じた。

⓸著者は、ミッション・ステートメントと呼ばれる自分の人生についての憲法を作るように薦めているが今の私にはそれはなかなか難しいように感じた。（もっと早い時期にこの本に出会うべきだった！！）しかしながら、この書物で指南する内容を心がけるだけで、これからの人生を実り豊かに過ごせるように感じる。
意見交換のテーマ：

下記の観点から自由に意見交換したいと思います。(話しやすいテーマにしました)
①自分を磨くことを習慣化することには、かなりの困難さが伴うように思います。それに対処するためには（動機付けには）どうすればよいと思いますか。何かアイデアは？
3 この本もそうですが、人生を生きるうえでいろいろと有益になる本があると思います。これまで読んだ本の中で自己啓発や自分の生き方に大きな影響を与えた本があれば、紹介してください。
4 「人格主義」（誠意、謙虚、誠実、勇気、正義、忍耐、勤勉、質素、節制など、人間の内面にある人格的なことを大切にする考え方）は、企業においては、コンプライアンス、また、日常生活においては、その生活様式にも関連するように思います。コロナ以降の生活の中で何か自分を変えたい（変える努力をしたい）と思うことがあれば、教えてください。
　以上
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